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日4三医l問題研究所・中間部会制

『新中国資料集成J

;~'i -l tr' 10:"i:I ~- 1055,:: 7 ) J入山1oti,11;:J、内泣く

ーハ：＇｛，s i1会〔l<JS:'i作舟月 I山R：ドゴ JJ¥, lll7l"f'・ 
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店、；士市j：二 tiS'i 'i ＇［主ir’けい1w.ucrn＜甘01えjと t_.;'.1 ::j; ;J 

をいう九不全行天h.＇／：；！）：、 をの fを•J IYc:c ，，、ごiお4をと ：；；:, 'frζ 

が干IJ(T.＇：：：！ した これとー応宅約三 L、行ことなし）で、；／（ 4 

f±と詰5＇！｝ 士「「わせてし、主一 i~~感想：士、宝＼てみたL と，[I、

「iこ｝沼5＇ι）IJ行役＇i'・くt一今；こなろ〉と L守口、うので、

い＇；； ，＼か/i~ に’J三十ご＇！·C,~がある ；1:, ご二でそのごiミ合 lれに

して：；jきと1,、ハ

とこんで Iif1，＇，：」の ：；（3lι／；， ；，：行与をEでががj》／こと

ころで，改めてその土J°j;をニFにしとみ，：， •• ＂.，抗 ii戦終結か

ら l可」 t内＇ii~WJ 七位て末日中；dが次（石にそゴ）円安を攻守）す支

での日＇flt;j.ども汗め， ：m中ITl1':l1ニド（「大：＇｛「jft l'J.j'11j) UJii大

な）j,江川：， 'L:f十I,n i子同かム；手かび i：が lてくど；ょう tn芸
・lfil，£：江え〆い J.tf I 可九 fH.,';Jソ、~：の激手｝jの 1:q：；；司の λ己主主がこ

こにふう。（「：Vi中同 l の7：をHL！二n::i、トJ.Hi二111JYiii1ミJりJ 

σ1 ff: 1、↓3ど／J日：と二； J）：土 尽 i守rl む＇）！•ぷて：＇. :__ fζL、ワt’な

1三＇，i士それ L」 ru殻だこ，巴う） I 

それでは？この13r1:n日正、さらに／＇ f Iにいたふ初中1cqの

歩みのなνで，日 4trと；お5径がけ匁とす斗II';j切を編朱

有はどう収え それが＼＂Hい引室択にどう！ぷII穴さ:llて、、う

てい， これが二 ti_r・，二？？の；f{:tliiこ際して芳！をよ寸 之さ中心（1リ

な周回ワわる p そしてその点で，第九五＝までとはよをう，

といごlのがこの 2；号壬干にして弘が 'Jclfc.~ じ／ここと Fふ

/c) C 

店、i士先に与； :-J 、さのた汗で，；•.：の上う lニブi いfこっ 「t¥.0:i'l'J

に集どち「Jした資i’L；土Jj［なる資nの集成に「ぎない。選択

二t干の却し、1/i］居心殺こそが，資料甘さ成{i:ijiti:ど3資flの＊！演

におわらせたL‘のであるJと3 本［1'itこい 2てお1、f安全で

it. 編集二汗のそうい J , 1こさIIJ:cでのi/¥J,'Ii:C:U,1£tは｝》さりと

,ucみとう二とができなかったのだが箔，1Yf::c .~第 5 ＂｛会につ

いてl士、編J.t1'「のお1ぃ問題立識がかなり llj］（，在に号取でき

るように.¥c1.われる 0 '.1~ にう 2:;i守の悦耳E：を間Ii＼；こ説ijljして

おこう。

井I4巻i士， 791与の資件を収め‘ 口主L部分をFぷさ全；C534

J こ一ンか乙

年の 7月という日、5期；土，；＇1：のような昨Jt!lでφらつfこO まず，

195:J｛トーから r，：；始される大H！様な工業速はと， 19541fの窓
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法のお！J定、公c{fjに代夫されるような人民民一1：主義同家と

しての体制の整備；こ上って特徴づけられる，そういうn-1二

期であった。加うるに， 53{:fには，いわゆる r；益減期の

ff：路線jの提起（毛沢東が挺起したのは52年末であった

どいろが，二のときには公夫されていな」うに上って，民

主主， 手工業，官、，；：：；工商業のtl：会 i：長i't'J改造去し、う任務が，

は.，きりと促示されたc 他方，主i外nr11不のll可では，通常

それは「平和41.:{T外交！の名で呼ばれる時期であった0

:'i:-l午 7Jjの初鮮休戦協定締結以後， 55午4Jjのパンドン

ヱγ；走におL、てそれはじUttとi主す一る。，p、fi渇！ゑでは、 53年

,l JJのスゲーリンの；＂主役，表 i白／1せには緊待＼＇tょ友好関係が

i'U＼.；，：れながらも， 1,Lj同関係の変化のijf,,Ji)jが＇1Lくも！長じ

九れろ η

本丹に1:-zめられた'C'H’Lの大半l土、

！羽｛千二がある。

上述Lた時の動き E

絞；rf/.d!;，主一社会i：美i主化に間十るものでは，政策当

局内w:11芹泌が 4＼主，数はさして多くないがかなりのペ

ージ殺を r'iめるのそれに経済連況と関係の深い論説，法

令の悦、たとえば食料，綿1t~1f,のA[tl百：111てjに！怒する（；行；，，

工f勺：、虫i:1!1におけ ，？j了Jff:ff，』1グ）r,/i[

数i主右〉る。

次に同＇i'；としての休日，lj整｛，iitに！討するものでは、全凶お

よびE＇~ li？ト絞人tl':f-i:: 長大会の選挙法，憲法，人民fl;:友大

会， 1[1｛＇写院等の話機関の各組織法のほか， これに準ずる

もの土してよ主役it,'Jj’働；丘f〕「itカ司Zめられてレるの

rill』/li.f fり！の給路約リ lこっし、ては， 51年10月の李主：ffi英報

;i_,:, 1,lll/1の総路線につい亡の字夜指示があり、また工

思索の社会｝て義的改造に目立する Lのでは， 「農業生産互

助（，ilに l¥!clする決議J，「公彩、介沢工業企業暫ii条例j，「！主

主・ftfHヒ問題についてJ（毛沢東）が土られている。

社外関係'tHH土79s;;ilド実にお話を占め（六七雪解放に関

するものなども合め），第：iをのJJH，以上にノξ弓ンを失す

る！惑が強いれそのq，・自主＇－ I＇ゾ限｛系に隠するものがもっと

も多く，全；；i＼で13'i;;lあるcこれにはスケーリンl笠後の中凶

のけソi也伎の向上をうかがわせる5H'-10けの中ソ会談の

成宋が；守主れる，，J／~Jllfiri海軍根拠地からのソ連軍の撤退，

中ソ fr弁会社の q，同への •JI 波し，など。その他には，朝

鮮の体、成会淡にftf：支 i), 54:f-'. 6 Jjのipi,IJ雨I司首相の「平

和五JJ'.(WJJ共同声明，同年4月から 7Jlにかけてのシユ

ネーブ会議， 55年 4乃のパンドン会謀，等に｜拐する一連

の資:H・が収録されているn

以上のほかに，周店、来の政治被告のfti，；良品i，長；E敵干｛

の反党ド，rn立にf¥!.lする決l義、などがとられているつ
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第5巻は， 61籍，資料部分だけで609ページに達する。

対象時期，すなわち55年8月から58年2月という時期は，

こういう時期であった。すなわち，日年後半の農業集団

「との百七りに端を発した紅会LJ定的土庄内運動は直ちに

f也市FJiこ波及し， 56年中には：；tt,!'-en，私営工高業に

おける生産手段の所有制力市での社会；表的改造が菜本

(1'.J ：こ；，~ Jtされた。国内でのい士一つ円l/¥1｛~ なできごとは，

日if-''i乙；f以降， 「長期共千f, HLIT民督、一百花斉放， E子

家争鳴」という中共のスローガンに呼応して，民主諸党派

や各界の知識人による活発な念論が股関されたが，やが

て一部の者の批判の鋒先が党，政府に向けられるように

なるや（といっても彼らの批判の多くは！日態依然たる旧

中国知識人の立場からのものであったが〉，一転して彼ら

に対十る「反右派闘争Jが問怜され（57rドら月以降〉，合

わせ一て大規模な整風運動が＇（ DRされた。他方，このよう

な内外川注目を集めた大半件の脊没で；土、 58年の「大羅

主Illi；になっていっせいに開だした諸政策の萌芽が， 56

年以降各方面で徐々に出現し始める。次に対外関係、に目

を転じると， 56年2月のソ連共産党の20回大会でのフノレ

シチョフのスターリン批判を契機として，中ソ間の矛盾，

対立が，なお潜在的な形をとってではあるが，漸次深刻

化しはじめた。また同年末にはハンガリー事件が発生，

57'fll月には毛沢東がソ述を，）1jiほしてL、る。

お5をの資料は，当然，内外の二れλの動きを中心iこ

匁i.tれている。

tJ主主義的改造に関するものでは， til（東の了節約し

て（；＇：＇HI：を経営しようJにつL、てのコメント，公私合営

企業の閲定利子の支払いに関する規定，高級襲業生産合

作干上模範定款などがある。

「百家争鳴」から「反右派闘争」，整風運動といった一

連の動きについては， 56年6月の事維漢発言，整風運宣言J

に悶ずる中共中央の指示，市fl'J'(jァ僚友平の中国共産党

批判、 6月8日の『人民日限＂1H：枕［これはどういうこ

とかJぅ部小平の「整風運動に「おする初公」などがあれ

56年1月の周恩来の知識人問題に印すろ採告も，それと

問仔：があるのかもしれなνコ

ここにはまた，「大躍進」的方向への発展を示唆する資

料がいくつか収録されている。幹部の生産労働への参加

の指示，「人民日報』社説「中・小裂企業をより多く建設し

よう」，農村社会主義教育運動実施に関する指示，大規模

な換地水利建設と肥料作わ運動の展開についての決定，

1・ttWfill制度改善に関する呪，1:'，生§今；＇f£Jと勉学との結

行；こfL！する決定，実験回 lカ詳？えにつL、ての通知，『人民自
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報』社説「政府を擁護し，人民を愛護し，生産の大躍進

を；支援しよう」など。ただ，これらの資料の多くは，漫

然と資料選択をしたのでは見逃してしまうような性質の

ものである。それについてはのちにまたふれる。

おらさでは対外関係資料の占める；やJ ｛；＇はfl~［jに比べて

大J:1／，＼に:JI;Fしといる。 61籍中15篇にすぎない。ただし

15 ＼~lのはわ；ニー「プロ独の歴史的経験J :ts i、びその再論，

む主の社、ノJ比平ljについての自己批判も，いまではそれら

がいずれもソ速に向けて書かれたことは，周知の事実で

ある。ハンガリ一事件に対する中国の見解を示すものと

しては，周恩来のカダノレ政府宛祝電，周恩来の「アジ

ア・ヨーロッパ11カ国訪問に関する報告」がとられてい

るが，若千物足りぬ思いが私には残る。そのほか，毛沢

東川モスケワにおけるあの有名な 東風が同瓜全圧倒し

ている」とし、う発言がl奴められている。

jお忌そきには，そのほか劉少奇の政治報i与をはじめや共

八二七大会関係資料，さらに毛沢東の子になる未公表資料

「十大関係を論ず」，「工作方法的条（草案〕」全国農業発

展望E綱，第二次五カ年計画案，周恩来の政治，外交報告

類がこれに含まれる。

さて，以上が第4巻と第5巻の概要である。営2えした

資料は，対象時期の主要な内外の動向との関連でとられ

たもので，その大部分は誰が編集したとしても，当然採

主止さるへき資料である。例外は，前述した「大！躍進J約

発以方l.'1］を，jミl凌する諸資料である O そこには編集者の鋭

い［問題，S:識がlj).jらかに看取できる。それはつまり，解放

i長のトi会二iJ主工業化の方式などにみられる「ソill方式J

がここにきて転換点を迎えたことをはっきり認識すると

いうことであろう。しかもこの「ソ連方式」からの転換

は，西洋医学盲信に対する賀誠の自己批判からも知られ

るように，きわめて広範囲の，かつ原理的な転換であっ

た，というのが編集者の主張するところであるように忍

われる。力IIうるに，Z軍震林fわが国農民の収入状況と生活

水本に関する初歩的研究J，『人民日報』社説「食糧問題に

m1する長非をl#J確｝こせよJ，郵子旅「主主村人民内部の矛盾

:ts仁びその矛盾を正確に処理する方針と方法について」

などがとられているのは，重工業優先発展の方針から「農

業基礎論」への転換を必然化した要因をも明らかにした

いという編集者の意図が込められているのではなかろう

か。このような資料選択の姿勢は，第3巻以前にはなか

ったものである。

?cf] 5巻の対象時期がこのような悦点で促えらるべきも

のであるならば，第4巻はまさに！1~い窓味での「ソ連方
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；＇.；；ι！了面の政策に貫徹し三［｜、i!VJ二L、7ことになろう。 11117.1；大きいであろうと書いた。だが，第4' 5告を手に

とうした視点からの白川itt；士五外に少ない。わ してみて，次のようにいいなおす必要がある上うに患

っつ，，；こ 工場，鉱山におりる責任tJnrit立についての指 う3 すたわ丸、呼門家だけでなく，専門外の人にとって

示，角平欣軍の正規化を企図した「中関人民解放軍将校服 も大いに有用であろう，と。鋭い問題意識をもゥて選ば

務条例」などの採録に，そのような編集者の視点を読み れた資料集が，下手な概説書よりもはるかに時代の全体

とることができる。ただ，資任制の確立などは49年から 状況を映し出すものであることを，これらの資料集は雄

十でに東北などで試みられていたのであるかc:），その点 弁に物語っている。

をどう考えるかといった問題が残る。また，第4与巻の末 なお， r新中国資料集成』全5巻の続編として，「大躍

! I~ に：u ，山うれた毛沢東の「民で行itfU1\l芯についてJは， 進 IiμjO）資朴:WC2巻が近く刊行されると向く。夜、も大い

五日とゾ）冒頭にこそふさわLカ1 たvりで；土たかろうか。 に期待して1.、るが，なお間に合うものであれば， 一つ注

J、l:t. 第4巻，第5巻士、品じご九；1;;f¥ fケな惑想、であ たをつけておきfこい。

このlie年！切には，たとえば人民公社関ff，、だけでも膨大な

ιが，これの資料集によゅーζ，弘行，ii]:t/7;，＇；欠落部分に 資料治：1nされている。その資料目録をつけてもんえない

気付かされるということもむろん少なくなかった。たと だろうかということである。すでにそれに関する図録類

えば‘第4巻，第5巻に各1篤とられている少数民族問 も二，三出ているようであるが，いずれもはなはだ不十

題についての資料や，第5巻の文学改革に関する資料な 分なものである。総花的な目録よりも，いくつかの間題

どがそれである。 にしぼって編まれた目録の方が，利用価値が大きいので

f色ふもう少しとられていてもよか｝」二思われるの

が 文化‘教育，思想関係の資什でふるに市4巻までに

！代行氏本｜週係の資料のないのが気にかかるわ文革後の教

育改抗力意味を知るためにさそれは必要なはずである。

士j三 日旬、批判の関係、で， MJHUJtl:J1 nとL、うのも寂し

い気がする。李希凡等の「紅楼夢J批判などがとられで

も上かったのではなかろうか。さらに周揚の文芸理論が

1矯もないというのも，問題であろう。

資料選択についてのいま一つの疑問は，周恩来の政治

拡f干しI）幻力2かなりとられている反]ii，例心；;rの発言の収

録7.1υi?/(,，.，ように恩われることである。文｝fを考慮して

の二ど力、も知れぬが，もしそうだとけ工；f私にはいっそ

う主日山乙思える。具体例をあげれば， 51,rの憲法草案に

ついて（＇） ＇~bt告， 57年のソ連の十月革命を，i己主する講話な

どがとられでもよかかったのではなかろうか。

第4巻，第5巻において，各篇の資料のあとに付され

た解説と参考文献がやや詳細になったのは，資料の利用

者としては大変ありがたい。しかし，第3巻の書評でも

ふれておいたのだが，巻末の資料目録は便利なようであ

、て，案件手I］用されることがrレないのではち｝るまいか。も

しこれが時系列によるのでたく，三j;;_r汁！に衿i塁されてお

れ；：， 1 I用者にとってはるかに有用でf、アパ。第4巻，

第五三？ともに目録部分だけて 120ベ－ ，·~；！，γ 占める膨大

なものであるだけに，そのl,Ui;

最後にこれらの資料の利用価値であるが，これも第3

巻の書評で，専門家よりも等門外の人にい4 そう利用価

はふる惜し、か。

〈調査ftff)[ f乱 小林弘二〉

本誌の定価改定について

月刊『アジア経済』は，当研究所の機関誌であると

問時に，わが閣における発展途上地域の経済，政治，

社会などに関する学術誌としてひろくご愛読いただ

いておりますが，ここ数年来，印刷受などの値上が

りのため，昭和43年以降据置いてきた現行の定価を

維推していくことが困難となってまいりました。

つきましては，沼和48年1月（第14'-'f第1号）か

ら400円に改定させていただきたく，よろしくご了

承賜わりますようお瀬い申しあげます。

なお，定期購読をいただいておりますかたには，

本誌の販交委託先であります紛アジア経済/I＼）；友会か
らゆj途ご連絡をさせていただきます。

昭和47年10月
アジア経済研究所
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